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原　著

１．緒言
１．１　�自閉スペクトラム症の有病率と診断におけ

る性差
　自閉スペクトラム症（以下，ASDとする）の有
病率について，Maenner et al.1）の2016年の調査で
は，8歳の子ども1,000人あたり18.5（54人に1人）で
あると報告されている．その内，男児と女児の有病
率の比率は4.3：1とされており，ASD女児の有病率
が男児と比較して少なく，この傾向は，高機能自
閉症やアスペルガー症候群の診断基準が，「疾病及
び関連保健問題の国際統計分類」†1）や「精神障害の
診断と統計マニュアル」†2）に初めて掲載された1990
年代以降変わっていない．女児の有病率の低さの背
景の一つとして，診断のつきにくさがあると考えら
れる．桐山ら2）は，思春期に高機能広汎性発達障害
と診断された男女に「自閉症スペクトラム指数日本
版」を実施した結果，女児は「社会的スキル」「コ
ミュニケーション」「想像力」の得点が男児より低

く，強いASDの特徴を示さなかったと述べている．
また，山内ら3）も，アスペルガー男児に比べて女児
の9歳以下の受診は少なく，10～15歳の受診が73％
を占めていたと述べ，思春期に様々な症状として顕
在化するまで，女児が呈する症状をそれまで周囲が
問題として捉えていなかったことが考えられると指
摘した．杉山4）もまた，知的に高いアスペルガー障
害の女性は，困難をカムフラージュする能力がある
ことから診断が難しくなると述べている．ASDの，
真の男性と女性の比率について，Loomes et al.5）は，
むしろ，3：1に近く，診断上の性別のバイアスがあ
るようだと指摘している．つまり，ASDの基準を
満たす女児は，臨床診断を受けるという機会を逃し
ている可能性が考えられる．
１．２　性差についての生物学的研究
　脳神経学の発展を土台に，他者の意図の理解や共
感能力といった，より高次の脳機能に関する研究が
進んできている．山末と加藤6）は，社会脳領域の男
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シャルスキルにおける適応状況」「対人的な発達の影響」「学校のルールや規則に対する意識」が考え
られ，本研究を通して，思春期前期のASD女児の支援の必要性について示唆された．
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女差の分析を行い，生物学的な男女差を形成する因
子が，神経発達や社会性の形成においても重要な役
割を果たすことを示唆している．また，Harrop et 
al.7）が，アイトラッキングによる人の顔への反応を
測定したところ，定型発達の女児と定型発達の男児
の視線パターンには有意差はないものの，ASD女
児については，ASD男児よりも比較的多く顔を見
ており，このことから，ASD女児の方がより対人
的な興味を示していると述べている．Werling8）も
また，性別はASDリスクの強力な因子であるため，
性別の生物学をASDの特徴に関連付ける知識は，
効果的で忍容性の高い治療法の可能性があると述
べ，生物学的な視点においても男女の違いが明らか
になりつつある．
１．３　ジェンダーとASD
　Cook et al.9）は，中学・高校時代のASD女生徒の
友人関係について，クラスの中で社交性の高い女生
徒の口調や物腰を取り入れモデル化することで，仲
間からの特別視を防ごうとすると述べている．砂川10）

も，コミュニケーションのズレに対する自覚を抱い
てから，ASDの女性は周囲への適応を目指し，非
常に気を使って生活するが，どのように努力しても
解消することはなく，失敗経験を繰り返し自尊心の
低下が起こるとも述べている．このように，ASD
女性の場合，周囲を意識するあまり問題が内在化さ
れやすい．男女を多様な属性を持った文化的・社会
的存在として捉えようとするものにジェンダーがあ
り，我が国では，概ね幼少期から日常的に男の子ら
しく女の子らしくと，しつけや言葉がけが行われて
いる中で，及川11）は男性性と女性性は生物学的な性
よりも，後天的な心理・社会的要因が優位を示すこ
とを指摘している．ASD当事者である綾屋12）は，
ASDの抱える困難やニーズもまた，性差の影響を
受けることは間違いないと述べ，自らの経験の中で，

「身体の快適さを犠牲にしてでも，徹底的に女性キャ
ラ化しなければならないと強迫的に感じていた」と
述べている．このように，ASD女性特有の社会適
応の在り方が，一方で本人に大きなストレスとなっ
ていることが考えられる．
１．４　学校の現状
　日本の学校の現状では，高機能ASDの子どもた
ちの殆どが通常学級に在籍している．文部科学省の
調査結果13）でも，「発達障害の可能性のある」とさ
れた児童生徒の割合は，通常学級の中に6.5％在籍
しており，一クラス40人とすると，2，3人程度在籍
している可能性がある．
　Dean et al.14）は，高機能ASDの小学生を対象に社
会関係を調べた結果について，ASDのある子ども

もない子どもも学校で遊ぶ時，性別で分かれて遊ぶ
ことが多く，その中で男児は，会話よりも競い合う
遊びを好み，定型発達の男児からASD男児は，頻
繁に拒絶されていたと指摘した．対照的に多くの女
児は，遊びの中で女児同士の親密さを求めており，
定型発達の女児からASD女児は，グループのメン
バーとしても，また好まない友達としても選ばれて
いなかったことを指摘し，ASD女児は，受け入れ
られず，拒否もされず，無視されたり見落とされた
りしたように見えたと述べている．つまり，ASD
女児は，学校生活の中で一見適応的に振舞うスキル
を持っている場合，目立たず周囲に気付かれ難い
ことが言える．宮地ら15）は，ASD女児の不登校が
ASD男児の2.6倍であり，この2.6倍という数値は統
計的に有意な差が認められていると指摘した．この
ことからもASD女児は，相対的に適切な時期に適
切な支援を受けられていないと考えられる． 
１．５　ASD女児に焦点を当てる理由
　ASD女性の有病率の少なさと症状の見えにくさ
から，これまで低年齢の女児の支援について，あま
り焦点が当たってこなかった．岩男16）が「思春期よ
り低年齢段階のASD女児への支援について述べら
れた文献は見つからなかった」と指摘しているよう
に，先行研究において，思春期や成人期の女性を対
象にした研究は報告されているものの，思春期以前
（小学校低学年～中学年）のASD女児への支援に
ついて述べられた文献は海外文献も含め多くない．
しかし，ASD女性の特徴は，脳機能の差異によっ
ておこるという仮説から，思春期（こころの発達の
側面から小学校高学年から高校生年代の時期17））以
前であっても，何らかの兆候が見られている可能性
がある．それらを明らかにし，支援の検討をしてい
くことは，定型児とASD女児の違いを尊重しなが
ら関わっていくことに繋がると思われる．

２．方法
２．１　対象児
　対象児は，4歳でASDの診断を受け，知能指数70
以上の高機能域であり，それに近い認知能力や言語
能力がある小学校2年生（8歳）の女児1名（以下 A
とする）である．家族構成は，Aと父，母の3人家
族である．対象児の選定にあたっては，Z療育セン
ターの小児科医に，筆者が研究趣旨を説明，協力を
依頼し紹介された．
２．２　データ収集期間
　2020年6月に，対象児の評価と保護者への面接を
行なった．また，6月～10月の5か月間（1か月に1～
3回）計12回，対象児が通う小学校内で参与観察を
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行なった．併せて担任への聞き取りも行なった．
２．３　データ収集
２．３．１　事前の情報収集
　A，Aの保護者，Aの担任について，それぞれ評
価を実施した．
　Aには，CARS2-HF（小児自閉症評定尺度第2版
－高機能版）†3）を用いた行動観察を，6月にY放課後
等デイサービス（Aが1～2週間に1回程度利用して
いる）にて実施し，自閉症の重症度を把握した．ま
た，併せて学校生活への認識や困難と感じているこ
とについての聞き取りを行なった． 
　保護者には PARS-TR（親面接式自閉スペクトラ
ム症評定尺度）†4）を用いた半構造化面接を行ない，
Aに対するASDの認識についての確認を行なった． 
　Aの小学校担任には , 事前に作成したインタ
ビューガイド（表1）に沿って ,インタビューを行い，
クラス運営を行う上での特別支援に関する配慮等に
ついて把握した． 
２．３．２　参与観察について
　Aの日常世界や経験を，Aの視点から解釈するた
めに，A が所属する小学校のクラスに筆者が入り
こみ，日常的な時間や空間の中で，Aの行動や発言
を具体的に記述していく参与観察という方法を採用
した．また，Aやクラスの児童への侵襲性が少なく ,
なるべくありのままの姿が捉えられるようにするた
め，学習サポーターという立場をとり，授業や休憩
時間にクラスの児童と関わりながら観察を行なっ
た．記録する方法としては，学校内での撮影・録音
は許可されず，また，個人を特定しないよう注意を
払いながら，教室の後部付近から記録メモで行なっ
た．観察時間は，1回60～100分程度で， 観察終了後
に記録メモを元にフィールドノーツを作成した．
２．４　データの分析
　フィールドノーツの分析については，具体的な文
脈，および他者の存在や話し合われていた話題など
の社会的状況の中で起きてくるAの行為や発話をエ
ピソードとして捉え，その内容が似ているものをま
とめていく作業を行なった．いくつかのエピソード
が集まった時点で，共通しているエピソードを抽出
し名前をつけた．分析の信頼性および妥当性を担保
するために，これらの作業は適宜，指導者の助言を
受けながら行なった．見出した要因については，A
の暦年齢での定型的な発達段階やASDの学習スタ
イルに照らして整理した．その過程の中で，対象児
のASD女児特有のものを探り，支援の検討を行なっ
た．
２．５　倫理的配慮
　本研究に関わるデータについては，個人が特定で

きないように慎重に取り扱うこと，研究目的のみに
使用すること，また，研究協力の任意性と撤回の自
由，同意撤回による不利益は一切生じない旨を，対
象児，対象児の保護者および学校長，担任に口頭お
よび文書にて説明を行ない，これについて文書で
同意を得た．本研究は，川崎医療福祉大学倫理委員
会の審査・承認を受け実施した（承認番号：20－
009）．

３．結果
３．１　評価
【対象児A】
　CRAS2-HFの結果は，総得点が29点で，軽度～中
度の異常を示した．また，Aに対して，学校生活へ
の認識や困難と感じていることについて聞き取りを
行ない，Aは以下のように答えた．
　筆者：学校はどんなところですか．
　A：�学校はそんなに好きじゃないけど行かないとい

けないところ．どうしてかって，小学生は学校
に行くことが決まってるから．

　筆者：学校で楽しいと思うことは何ですか．
　A：�・・うーん，（学校は）楽しいこともあるよ．

どんな時かな・・えーと体育とか．でもドッジ
ボールは嫌い．ボールが当たったら痛いもん．
それとね，本を読むのも好きだけど飽きる．だっ
てね，1週間に1回，図書室で本を借りるきまり
になっているから，１週間ずっと同じ本ばかり
読んでるんだよ．

　筆者：学校で嫌だなと思うことはありますか．
　A：�えーっと・・怖い先生がいるからそれが嫌だ．

大きな声で怒る先生は怖い．何を怒っているの
かわからない・・なんで怒るんだろう．あっ，
でも，私は怒られてはいないよ．だけど怖い．
優しく言ってくれる先生は，（説明が）よくわ
かる．

　筆者の解釈：Aの言葉から，学校への認識につい
て，行くことが決っている学校や学校内でのルール
に対して順守すべきだと思っていること，困難と感
じていることについては，大きな声で怒る教師が怖
いだけではなく，何を言われているのかわからない
ことが困難なことであり，教師の説明や指示に対し
て，わかりたいと思っていることが推察された．ま
た，学校で楽しいと思うことに対する質問では，「誰
かと何かをしてどうだった」といった「人を意識し
て何かをすることが楽しい」といった対人的な内容
は出てこなかった．
【保護者】
　PARS-TRの評定結果は，幼児期ピーク評定では，
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22点と「ASDが強く示唆される」という評価であっ
たが，児童期の現在評定では，10点と「ASDの可
能性は低い」という異なる評価となった．面接時，
母親は，Aに対するASDの特徴を以下のように語っ
た．
　�　Aは幼児期には，とにかく不安が強かったです．

（中略）泣くとずっと泣いていて，そこから気持
ちが切り替わらなくって．楽しそうに活動に参加
している他の子どもと何か違うなと思って受診し
ました．そのころは，ASDと診断されて，ASDの
特徴が数々あったので，そうだなと思っていたの
ですが，今はどこがASDなのか・・正直よくわか
らなくなりました．（中略）今，気になっているこ
とと言えば，時々，夜になって自室でしくしく泣
いていることがあるのです．一人で何も言わず・・
その時に，何か日中に辛いことがあるのかなと，
そのことが，もしやASDが原因なのかもしれない
と・・その姿を見ると，私が漠然とした不安に陥
るのです．

　以上のように，母親が話したことに対して父親は，
以下のように語った．
　�　Aはもともと大人しい女の子だから，学校で大人

しくしていても，夜，悲しいことがあって泣いて
いたとしても，それは，大人しい女の子という個
性の範疇で，ASDだとは言えないと思います．自
分は，わが子と生活をする中で，何の違和感も感
じていません．

【担任】
　担任に対して，インタビューガイドに沿って，イ
ンタビューを実施した．インタビューの結果から，
特別支援を必要とする児童とは，「一斉指導では理
解出来ていない」，「授業中に担任の話が聞けない」，

「板書をノートに取れない」，「授業中の私語が多い」

など，授業時間に関する行動が多く取り上げられて
いた．学校生活に関することでは，児童同士のいざ
こざがあげられた．これらの行動の殆どが，集団生
活の中で目立つ，表に現れやすく周囲が違いを捉え
やすいものであった．一方，Aについては，模範的
な子どもであると評した上で，自分の気持ちを伝え
るのが苦手ということはあるが，「特別支援」とは「別
パターン」であると述べており，担任は，Aを特別
な支援が必要な対象児童だとは考えていなかった．
３．２　参与観察時のエピソードから見られる要因
　参与観察の中で見られたAの行為や発話をエピ
ソードとして捉え，AのASDの特徴を周囲から見え
にくく，隠している要因について共通のものを抽出
した．その結果，「他者と同じであろうとする試み」
「その場に合わせた行動の装い」「完成にこぎつけ
ようとする努力」「かりそめの対人関係」「学校の決
まりやルールを第一に守ろうとする態度」の5つの
要因を見出し，エピソードを表2に示した．また（　）
は文意が通じやすいように，観察した出来事を筆者
の視点から説明の追加を行ない，筆者の解釈を『』
で表記した．
（1）他者と同じであろうとする試み
　「他者と同じであろうとする試み」とは，誰が見
ても他の大多数の児童と同じような行動をしている
が，その行動は表面的に過ぎず，Aの本意ではない
と推察される行動である．
（2）その場に合わせた行動の装い
　「その場に合わせた行動の装い」とは，Aが自分
の周囲を観察し，学校の中での体験を自分なりに解
釈して，それを再現しようと行動することである．
（3）完成にこぎつけようとする努力
　「完成にこぎつけようとする努力」とは，周囲か
ら期待されていることに対して，Aの思い込みや見

表１　インタビューガイド
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当違いがあったとしても，最後までやり遂げようと
努力することである．
（4）かりそめの対人関係
　「かりそめの対人関係」とは，周囲に合わせて一
緒に何かをするだけであったり，一緒に何かをして
も相手の反応は気にしていなかったりする．また，
対人関係が継続的でなく一時的であり，形式的なこ

とである．
（5）�学校の決まりやルールを第一に守ろうとする

態度
　「学校の決まりやルールを第一に守ろうとする態
度」とは，場面や状況の変化によって，臨機応変に
対応しても良いと思われる時も，決められたルール
に従って行動しようとすることである．

表２　ASDを見えにくくする要因とエピソード例
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４．考察
　ASDの特徴が見えにくい要因と背景および今後
の支援について，参与観察の結果から見出された5
つの要因を基に，その背景およびASD女児の支援

について考察する．
４．１　同調性による影響
　同調性の発達的変化について，藤原18）は，小学校
低学年の時代は，外界の圧力に対して影響されやす
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く，自己の判断を集団の判断の方向に変えるなど，
メンバー相互の承認・不承認が行動を敏感に左右す
る時期であると述べている．このことから考えると，
Aの所属するクラスメイトらの発達段階として，仲
間からの受容を最も求める時期と考えられる．また，

「同調性」については男児よりも女児が有意に高かっ
たと西野19）が述べているように，Aの「他者と同じ
であろうとする試み」は，この時期のクラスの女児
の同調性における集団意識と類似している．テント
ウムシ調べのグループに誘われて承諾したAの振舞
い（要因1）も「同調性」に当たると思われた．し
かし，その一方で，一緒に活動しているグループメ
ンバーの前で「テントウムシに興味ない」と言い放っ
たように，Aは，社会的な暗黙の常識には気づいて
おらず，行動と言動とに乖離が見られた．これらの
ことから，Aには，一般的にこの時期の発達段階に
見られる「同調性」と，ASDの特徴の一つである「関
係性の理解の困難さ」 Happé & Frith20）が混在して
いることが考えられた．しかし，Aの担任や多くの
クラスメイトらは，Aの行動と言動の「乖離」につ
いて，気がついていない様子があった．このように，
クラスメイトが求める同調性に呼応して，A は表
面上振る舞うことができており，また，周囲も A
の振る舞いの質的なズレについて気づいていないた
め，AのASD特徴はわかりにくくなっていた．また，
藤原18）は，同調性と年齢との関係に関する研究の中
で，小学校4年生でもっとも高い同調性が認められ，
その後低下することを見出しており，青年期に入っ
てくると，主体的な判断をする傾向が徐々に確立さ
れ，自己の判断の確からしさを念頭に置いて判断す
る傾向が増大してくると述べている．つまり，発達
が進むにつれて，他者と同じであろうとするより，
自分はどう思うか，どう感じるかをきちんとまわり
に発信することが求められるようになっていくこと
が予想される．これらを鑑みると，将来的にAの「他
者と同じであろうとする」ために表面的なスキルで
保たれていた適応が，周囲の発達的変化によって理
解されなくなる可能性がある．
　「他者と同じであろうとする」ことを重視するの
ではなく，他者と異なる意見であっても自身の考え
を主張することの必要性を知っておくことは，その
後の段階において重要であると言えるのではないだ
ろうか．自分の欲求，気持ちや考えなどを適切な方
法で周囲に伝えることができるようなるための支援
が必要だと思われる．また，西と松本21）は「同調す
る」ことに関して，同じ行動をするという「表面的
同調」から，内心から他者の意見や行動を受けいれ
る「内面的同調」という「同調」の中でも質的な変

化が起こってくると述べている．今後，クラスメイ
トらが状況に合わせて，「内面的同調」と「表面的
同調」を臨機応変に併せて使い分けていくようにな
ることも考えられる．これらのことから，他者と同
じであろうと「表面的同調」を繰り返すAの行動は，
今後，周りの成長と共に対応し切れなくなり行動が
破綻したり，仲間から敬遠されたりする可能性が考
えられる．これらを踏まえ，先に述べたA自身への
支援と共に，周囲の大人が，Aのことを理解する働
きかけ，つまりAとクラスメイトとをうまく繋げて
いく支援（Aやクラスメイトと一緒に課題を整理し
たり，行動の意味づけをしたりしながら，児童一人
ひとりの多様性について，お互いに認め合うための
支援）が必要であろうと考える．
４．２　ソーシャルスキルにおける適応状況
　多くのASD児は，学校で「学級づくり，人間関
係づくり」が重視されているにもかかわらず，孤立
感を抱いたり，仲間関係が少なかったりする傾向が
見られる．しかし，Aはむしろ，体育の時間，好き
ではないドッジボールに対しても，プレーヤーと
して「他者と同じ行動を装おう」（要因2）とした
り，絵画や作文などの課題をクラスメイトと同じよ
うに，「完成までこぎつけよう」（要因3）と頑張っ
たりと，学校での社会的関係を維持しようとしてい
た．大坊22）は，ソーシャルスキルについて，目的に
応じて優先される課題や期待されることは，その状
況によって異なるので，必要とされるルールも同一
ではないと述べ，石井23）も，優先される課題や期待
されることを適切に上手く引き出すことや，より有
効な行使まで敏感な態度を持ち続けることで，スキ
ルレパートリーが成り立つと述べている．つまり，
ソーシャルスキルとは，その場の状況や，相手との
関係を適切に識別し，それに応じた行動の工夫がで
きることと思われる．しかし，Aが「装う」ように
行なっていることは，単なるスキルそのものの再現
に過ぎない．ソーシャルスキルが単なる再現になっ
てしまい真の目的や意図を汲みにくい背景には，
ASDの特徴である具体的で視覚的に学びやすい一
方，抽象的思考や意味理解に難しさがあることが考
えられた．この点について当事者である藤家24）は，
人の気持ちを多少想像することができても，実感が
追いついてこないのでどうしても少しズレたものに
なってしまい，学校ではひたすらいじめられる毎日
を送ったと述べている．また，当事者である綾屋12）

も，部分的な情報が1つでも変化すると総体として
のカテゴリーが乱されパニックになると述べてお
り，ASDのある人にとって，状況に合わせながら
臨機応変に振舞うことの難しさについて述べている．
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　公立小学校では，特別なニーズのある児童に対し
て，任意で立てられている個別指導計画がある．現
在は努力義務であるこの個別指導計画が，個人個人
に合わせて機能的に立てられていくことが必要だと
思われる．計画の中に，一般的なカリキュラムに合
わせて，どのようにそれらをこなしていくかだけで
はなく，ASD児の興味関心の活かせる場面を用意
し，そういった活動を通して，「他者と同じように
やる」ことではなく，「他者と上手く関わる方法」
について学ぶというような内容の検討25）も必要だと
思われる．
４．３　対人的な発達の影響
　ASDの診断基準の大きな柱として，社会的コミュ
ニケーションおよび対人相互性反応の困難さが挙
げられる．しかし，Aは，筆者の目をしっかり見な
がら予定を尋ねたり，クラスメイトに対して笑顔で
呼びかけるなど，一見，対人相互性が取れているよ
うに見えた．Baron-Cohen26）らの研究で，現在の診
断ツールは，主に男性のサンプルから引き出され
た結論に基づくもので，女性の行動を正確に捉えて
いない可能性があることが示唆されている．また，
Harrop et al.27）は，同等の社会的障害にもかかわら
ず，男性と比較して女性の共同注意が優位に認め
られるように，ASDには基本的な生物学的性差が
あると述べた．また幼児期の遊び方についても，
ASDの女児と男児では，玩具に対する好みも多く
の点で異なっており，男児は，車やガレージで繰り
返し遊ぶことを好んだが，女児は人形などを使った
ごっこ遊びなど，人とやりとりのある遊びを好んだ
ことを報告している．女児が，社会的な遊びを好む
点において，Aが休憩時間に，児童数人で指曲げ遊
び（要因1）をしていたこととも一致しており，一
般的に言われているASDの社会性の困難さとは，
臨床的な違いが見られた．一方で，筆者に「今日の
予定」（要因4）を聞いた内容が，他児童とそっくり
な言い方の模倣であったり，テントウムシグループ
のメンバーの前で，「テントウムシに興味ない」（要
因1）と言ってしまったりするなど，自分の言動に
よって，相手がどう思うのかということに気付けて
いないこれらのことは，ASDの「心の理論」の難
しさに関連していると推察できる．目に見えない相
手の気持や社会的な意味に気づいていくことに困難
性があるAに，文字，イラストやシンボルなどによっ
てメッセージを伝えるという，視覚的・顕在的に教
える方略であるソーシャル・ストーリーやコミック
会話が有効であると考えられる．これは，ASD児
の視覚的学習の強さを活用し，ASD児に対して，
社会的情報への直接的なアクセスを提供するものと

考えられ，キャロルグレイ28）によって開発発表され
た．視覚的，具体的なものに強さがある Aに，そ
れらを使ってわかりやすく，かつ実際に使える社会
的情報を翻訳する方法と言える．
　小学校2年生の後半期に入る頃から，Aは，B子と
いうクラスの人気者の存在を媒介に，女児のグルー
プにも積極的に参加するようになっていった．しか
し，ある日B子から，グループの女児たちと同じよ
うに，自分の意見を発言するよう求められ，泣い
てしまうということがあった．Harrop et al.7）は，
ASD女性が相手に対する注意（相手の顔を見たり
行動を真似る）を高めることで社会性の補完を行な
うことについて，一方で，ストレスなどの悪影響を
与える可能性が高いことも示唆している．ASD男
児に比べて，女児の社会性の高さを過大評価するこ
とによって，対人関係において無理をさせすぎない
ようにすることにも注意が必要だろう．
４．４　学校のルールや規則に対する意識
　文部科学省の初等中等教育局児童生徒課が，善悪
の判断や規範意識の基礎の形成を重視すべき課題と
して，小学校低学年には，「人として，行ってはな
らないことについての知識と感性の涵養や，集団や
社会のルールを守る態度」を挙げている29）．小学校
の原則的な規則やルールの多くは明文化されている
ことから，Aにとってわかりやすく，規則やルール
に対して良く守ることができていた．そして，Aの
このような規則に対する姿勢は，2年生の学校教育
課程の課題とも一致しているため，むしろ周囲から
「優等生」「模範生」として捉えられ，結果，Aの
ASDとしての特徴を見えにくくしていた．しかし，
規則やルールを絶対的なもとして捉えていたように
も思える「順守」することへの「堅さ」は，ASD
の特徴である「注意を移動することの難しさ」や「状
況に合わせて柔軟に変化させられない社会性の未熟
さ」も影響しているのではないかと考えられる．ま
た，Aが，決まりを守っていない他児童を責めたり
しないことについては，ASDの特徴でもある援助
要請の困難さや「女性の奥ゆかしさ」という日本の
文化の影響もあるのかもしれない．
　決められたことを忠実に守ろうとしたり，助けが
求められず過剰に頑張り過ぎたりした結果，それが
一気に爆発してしまうような感情のメルトダウンが
起こってしまわないような配慮が必要だと考える．
そのためには，学校では教えられていない「ルール
には例外があること」や「集団をかわすコツ」など，
定型発達児が学校や社会の中で自然に学んで行くよ
うな暗黙の了解について教えていくことや，考え方
や対処の方法の選択肢を広げていくことが重要だと
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思われる．また，これまで，授業中殆ど発言しなかっ
たAは，研究期間中，教室内に学習サポーターとし
て筆者がいたことで，担任ではなく，筆者にわから
ない点についてそっと質問するということが出来る
ようになっていった．このように，気軽に誰かに助
けを求められたり，意味を聞けたりする環境がある
ことで，失敗が少なく，集団参加がしやすくなる可
能性があるのではないかと思われた．

５．結論および今後の課題
５．１　ASDの特徴が隠れてしまう要因について
　本研究の結果から，AのASDの特徴が隠されてし
まう社会的な要因として，「他者と同じであろうと
する試み」「その場に合わせた行動の装い」「完成に
こぎつけようとする努力」「かりそめの対人関係」

「学校の決まりやルールを第一に守ろうとする態度」
の5つを見出した．すなわちこれらは，ASD女児に
見られる特徴とも考えられる．Aは，学校生活の中
で，これらの特徴を駆使しながら，一見適応的に過
ごしていた．また，Aの所属する小学校2年生のク
ラスメイトらの発達段階として，自分中心であり，
外界の圧力に対して影響されやすく , 善悪の判断は
大人の権威に依存している段階であるので，クラス
メイトと同じような行動を取っているAは，クラス
の中で目立ってはいなかった．小学校低学年の児童
を受け持つ担任も，Aは，周囲の児童よりもさらに
規則やルールを守り，常にきちんとした態度を保っ
ていることから，特別なニーズが必要な対象児童で
あると考えてはいなかった．このように，ASD女
児に見られる特徴や，それを取り巻く周囲の児童の
発達段階，大人のASDに対する認識，それに加え，
女児として期待されている社会的な要因などによっ
て，この時期に，ASD症状が隠されてしまったと

考えられた．
５．２　本研究の臨床的示唆
　本研究で得られた結果から，ASD女児の評価と
支援について，必要だと思われる視点への示唆を得
た．学校では，クラスの中で違った行動をする等の
目立つ児童に対して，担任の目が行きがちになって
いた．Aのように，大人しく，一見適応的に振舞っ
ている児を見落とさないようにする必要があるだ
ろう．思春期前期という同調性を求める発達段階に
おいて，何をどのようにしたら良いかわからない時
に，周囲の行動や言動を形だけ真似ている可能性が
あり，他児童と表面上違いがわかりにくいため，
ASDの本質が見逃される可能性が考えられる．周
囲の大人が，小さなズレに気づき，ASDに対する
認識を高めることで，ASD女児は，早い段階から
サポートされ，自分の特徴を隠す必要性が低くなり，
この時期を安定的に過ごせることで，思春期に起こ
りやすい二次障害の予防にも繋がると思われる．
５．３　限界と今後の課題
　本研究は，思春期以前のASD女児を対象に，
ASD症状が見えにくく隠されてしまう要因につい
て，参与観察を通してエピソードの共通項を見出し，
思春期以降，課題が顕在化することが多い女性のそ
こに至るまでの経緯について，予防的観点から検討
を行なった．
　本研究の限界として，一事例という点がある．得
られた知見が，本当にASD女児の特徴であるかと
いう点について，今後，対象を拡大して検証してい
くことで，より可能性の高い理論として提示してい
く必要がある．また，男児との比較も視野に入れた
参与観察を行っていくことで，思春期以前の男女の
支援ニーズの違いなども明らかにしていきたい．
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注
†1）�「疾病及び関連保健問題の国際統計分類：International Statistical Classification of Diseases and Related Health 

Problemsとは，異なる国や地域から，異なる時点で集計された死亡や疾病のデータの体系的な記録・分析・解釈
及び比較を行うため，世界保健機関憲章に基づき，世界保健機関（WHO）が作成した分類．

†2）�精神障害の診断と統計マニュアル：Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders は，精神障害の分類の
ための共通言語と標準的な基準を提示するものであり，アメリカ精神医学会によって出版された書籍．当初は統
計調査のために作成されたが，第3版より，明確な診断基準を設けることで，精神科医間で精神障害の診断が異な
るという診断の信頼性の問題に対応した．

†3）�CARS2-HF（Childhood Autism Rating Scale，Second Edition-High-Functioning Version）とは，旧来のCARS（小
児自閉症評定尺度）に，高機能用が追加されたものである．15項目の評定項目からなり，各評定項目は，行動の
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重症度を7段階（1/1.5/2/2.5/3/3.5/4）で評定する．総得点が15点から27.5点は，ASDの所見なしからごくわずか
な所見，28点から33.5点は，軽度から中度のASD，34点以上は重度のASDと評定される．

†4）�PARS-TR（Parent-interview ASD Rating Scale-Text Revision）とは，ASDの発達・行動症状について母親（母
親から情報が得がたい場合は他の主養育者）に面接し，その存否と程度を評定する57項目からなる検査で，回答
は3段階（0＝なし［そのようなことはなかった / ない］，1＝多少目立つ［時々〈多少〉そのようなことがあった
/ ある］，2＝目立つ［良く〈かなり〉そのようなことがあった / ある］）で評定する．また，2種類の評定不能値
がある．小学生では，幼児期34項目のピーク評定（幼児期の症状がもっとも顕著な時の評定）と児童期項目21～
53の現在評定（現在 /最近の症状の評定）を行ない，幼児期および現在の行動特徴を自閉スペクトラム症の発達・
行動症状から把握する．また，基本的な困難性に加えて支援ニーズと支援の手がかりの把握ができ，PARS-TR 
得点から対象児者の適応困難の背景に自閉スペクトラム症の特徴が存在している可能性を把握することができる．
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Abstract

　It has been pointed out that the prevalence of autism spectrum disorder (ASD) in women is lower than in men. 
This is thought to do with the difficulty of diagnosis. In particular, support for high-functioning girls at an early 
age, with ASD symptoms being less visible, has not been considered a problem until the symptoms become more 
apparent in adolescence. However, based on the hypothesis that the characteristics of ASD are caused by differences 
in brain function, some signs of ASD may be observed even before puberty. This study was to examine the 
characteristics of preadolescent girls with ASD by observing an elementary school girl and to consider support. As 
a result, the following five factors were identified as factors that make it difficult to see the characteristics of high-
functioning ASD girls who hide the characteristics from those around them: “attempts to be the same as others,”
“pretending to act according to the situation,” “Efforts to complete the task,” “superficial interpersonal relationships,” 
and “attitude of trying to follow the rules and regulations of the school first”. In addition, as a background to these 
factors, “influence by synchronicity,” “adaptation status in social skills,” “influence of interpersonal development,” and 
“awareness of school rules and regulations” were considered, suggesting the necessity of supporting girls with ASD 
in early adolescence through this study.
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